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【研究の背景と目的】	
 

	
 大気圧プラズマは、減圧工程が不要で、システムを単純で安価に構築できるため、基板

やフィルムの表面改質等に広く応用されてきている。本研究室では、トーチ状に噴射する

大気圧マイクロ波プラズマ（図１）の生成機構[1]や、これを用いた水素系ガスの酸化処理

[2]に関する研究を進めている。物理過程の理解において、プラズマの基礎物性量（電子温

度、電子密度等）の計測が不可欠であるが、大気圧下におけるプローブ計測方法は十分に

確立されていない。本研究では、プローブ探針電極がプラズマへ与える擾乱に注目し、大

気圧プラズマのプローブ計測における探針電極の影響を明らかにすることを目的とする。	
 

【高速度カメラによるプラズマ形状とプローブ電流の同時計測】	
 

	
 図2に本実験の概略図を示す。モノポールアンテナ型大気圧マイク

ロ波プラズマ源	
 (2.45	
 GHz)	
 により生成したプラズマトーチに対し

て、探針電極位置を変えながら、プローブ電流を計測すると同時に

プラズマトーチの形状変化を高速度カメラで撮影した。図３は-50V

に負バイアスした探針電極をトーチ中央部から水平左方向に約1mm

の位置に固定した際のプローブ電流の変化と、トーチと探針電極接

触時およびその前後1フレームの高速度カメラ画像である。プラズマ

と探針電極が接触する前でも変動する電流が観測され、また、接触

しているにもかかわらず、電流が非常に小さくなるなど、接触前後

でプローブ電流が複雑に変動する現象が観測された。これらは電極

のバイアス状態によっても振舞いが異なり、探針電極近傍の電位分

布にも注目しながら解析を進めている。講演では、探針電極のサイ

ズや位置、バイアス状態の影響等について詳細に議論する。	
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図２：プローブ-高速度カメラ同期計測システム． 

図１：大気圧マイクロ波

プラズマトーチ．	
 

図３：負バイアス印加時のプローブ電流とプラズマ

接触前後の高速度カメラ画像（8000fps）． 
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